



―『ガーリチ・ヴォルィニ年代記』（1230 ～ 1250 年）
中沢敦夫，宮野裕，今村栄一
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『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (11) 















ルは従兄弟だから братанъ もしくは стрыч が正しい。親族の位階においてアレクサンドルをダニール
より低く見せるために，年代記記者があえて誤った語を用いたか。
　　アレクサンドル [I121]は当時ベルズ公で，かれは 6733(1225)年の記事でも，ダニールを誹謗して，
ムスチスラフ武運公 [J51]にダニールを討伐させている（[イパーチイ年代記 (10)：294頁，注 375]参
照）。この度も，ガーリチの反ダニール派貴族たちは，アレクサンドル [I121]の積年の敵愾心を利用し
ようとしたのである。

















リップ 10）(Филипъ)は，ダニール公 [I111]をヴィシニャ 11） (Вишьня)へと呼び出した。かれ〔ダ
ニール〕を殺害する別の謀議が，かれ〔ダニール〕の兄弟の息子アレクサンドル 12） [I121]とと
もになされたのだった。
5）   「試合を装って」の原語 играя は，剣技の試合を装った一対一の斬り合いで相手を倒したということだ
ろう [Генсьорський 1961: C. 57]。各国語訳は「ふざけて」「装って」と解釈しているが，戦士たちが行っ
ていた模擬試合（トーナメント）のことを言っているのではないか [Пашуто 1950: C. 159, Прим. 7]。
6）   「王の従者」(слуга королев)についてロシア語訳 [БЛД Т. 5: ГВЛ: C. 498]，ウクライナ語訳 [Літопис 





魔の従者」(слугы бѣси)と呼ばれていること [ПСРЛ Т. 2, 1998: Cтб. 121]と関連があるだろう。
7）   「モリボゴヴィチ一族」(Молибоговидьчи; Хлб. Молибоговцчи)は，反ダニール派のガーリチ貴族の
一門。以下の記事（下注 19, 113, 305）でも言及されている。
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コはベルズを奪取する：1230 年末～ 1231 年前半 15）】
〔ダニールは〕ガーリチへ到着すると，〔ヴラジミルの〕自分の弟のヴァシリコ [I112]へ使者
を遣って〔言った〕。「そなたはアレクサンドル [I121]討伐に行け」。アレクサンドル [I121]は〔城





河岸の現在のドリシニイ・ルジョク (Долішній Лужок)付近にあった渡河地点。ヴィシニャ（上注 11）
からは南へ約 37km離れている。なお，コトリャールは，現在のブリンツイ＝ザヒルニ村 (Бринці-




15）この年代決定は [Грушевский Хронология: C. 347]による。
16）ペレムィシェリはガーリチの地の西，ハンガリーとの国境に隣接しているため，当時はダニールの支
配は及んでおらず，ハンガリー人もしくは親ハンガリー派貴族の拠点になっていたと思われる。
17）    アレクサンドル [I121]の拠点城市であるベルズをヴァシリコ [I112]が支配下に置いたということ。
このときブグ川上流域のチェルヴェン (Червен)も同時に奪取したと考えられる。
























チ一族の所領を指すと解釈しており [Пашут 1950: C. 144, 212]，その場合，ヴァシリコはイヴァンを
この地に派遣したことになる。
21）原文の да Богъ имъ возомъздить は，新約『ローマ人への手紙』12:19 の句，「復讐するは我にあり，





の巣を調べるより潰すほうが，ハチミツを得るにより都合が良い」(melle securius uti apum non posse, 
nisi penitus oppresso, non rarefacto, examine)[Щавелева 1990: C. 97, 112]に酷似しており，出典が共
通であることは疑いがない。（[Карамзин Т. 3, Прим. 106]も参照）。
－ 180 － － 181 －
















ルの奇蹟 (Чудо архистратига Михаила в Хонех)と 9月 8日の聖母生誕祭の記念日の頃に行われた可





27）    このダニール公の家臣「シェルフ」(Шельвъ)は後の 6757(1249)年の記事にも公の部下として登場
しており，ここで「大いなる名誉のなかで死んだ」のは不思議である。





















貴族のダヴィド・ヴィシャティチ 33）(Давыд Вышатичь)はダニール公 [I111]から〔派遣され













31）    このハンガリー王アンドラーシュ二世による大規模なガーリチ・ヴォルィニ地方への遠征とガーリチ
奪取の年代については，1231年とする説もある（[Котляр 2005: C. 227]参照）。その場合でも，直前
のダニールのペレムィシェリ討伐遠征からかなりの時間が経っていることは確かである。




33）    「ダヴィド・ヴィシャティチ」(Давыд Вышатичь)はダニール陣営のガーリチ貴族。ダニールのペレ
ムィシェリ遠征に従軍して，途上の城市ヤロスラフの守備を担っていたのだろう。なお，コトリャール
はかれをスディスラフの陣営の貴族と考えている [Котляр 2005: C. 227]。
34）    「ヴァシーリイ・ガヴリロヴィチ」 (Василий Гавриловичь)は前注のダヴィドと同様にダニール陣営
のガーリチ貴族。
35）    「ネズディル」(Нездил)については不詳だが，本文の文脈から判断して有力貴族スディスラフの「養
育係」(кормилец)だったと推定することができる。
36）    「チャーク」(Чак)はウクライナ語訳索引では「（城市）ヤロスラフの貴族でダニール側の戦士」とし
ている。そこまで特定する根拠は不明だが，いずれにせよハンガリー軍の状況に通じていた人物でダニー
ル陣営のために有力な情報をもたらした人物（内通者，転向貴族？）である。
－ 182 － － 183 －



















ルヴェン (Червенъ)をアレクサンドル [I121]に引き渡した 41）。




39）     これまでのハンガリー王の遠征の記述に，ダニール [I111]についての言及がまったく無いことから見
て，このときダニールは，おそらくキエフ方面へ援軍に出かけて，ガーリチ地方にはいなかったのだろ






















〔キエフ公〕ウラジーミル [J22] はダニール [I111]に向けて使者を遣って，こう言った。「〔チェ
ルニゴフ公〕ミハイル [G41]がわしを討つために遠征をしている 44）。兄弟よ，わしを助けてく
れ 45）」。ダニール [I111]は〔キエフに〕やって来ると，ふたり〔ウラジーミル [J22]とミハイル










ヤロスラフ [K4]およびユーリイ [K3]と協定を結んでいる [ПСРЛ Т. 1 (Лаврениьевская летопись): 
Cтб. 456]。これによって態勢を整えたミハイルは，キエフの公位を狙って 1232年頃にキエフ遠征を企





45）キエフ公ウラジーミル [J22]がダニール [I111]にチェルニゴフ公ミハイル [G41]との和議の仲介役
を依頼したのは，ダニールの姉妹が 1211～ 1212年にミハイル [G41]に嫁しており [Домбровский 
2015: C. 307]，ウラジーミル [J22]はこの二人の姻戚関係をあてにしたのではないか。
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[G41]〕に和を結ばせた。
ダニール [I111]はルーシの地 46）から，自分のためにトルチェスク (Торцький)の部分 47） を取り，











47）   トルチェスク (Торцький, Торческ)は，1228年のムスチスラフ [J51]（次注参照）の死後は，キエフ
公ウラジーミル [J22]の支配下に移されていたが，ダニールが和平交渉の仲介を成功させた報酬として，






にとどまる [Домбровский 2015: C. 596]。
　　なお，この「子供たち」に与えられたトルチェスクは，ムスチスラフ [J51]の生前にはかれにとってルー























フで戦う。：1233 年 3 月～ 4 月 2 日】
ダニール [I111]は弟〔ヴァシリコ [I112]〕と会合して，シュームスク 54） (Шумьск)まで〔敵を〕追
い詰めると，二人はヴェリヤ川 55）  (Велья)付近でかれら〔ハンガリー王子軍〕と〔和議の〕話をし
た。〔この時〕王子とともにいたのは，アレクサンドル [I121]，グレーブ・ゼレミエヴィチ 56） (Глебъ 
Зеремиевич)および他のボロホフの諸公 57）  (Болоховьсции князи)と多数のハンガリー人だった。
ダニール [I111]はヴェリヤ川 (Велья)付近で王子と遭遇したとき，何か虚勢を張った言葉を









56）「グレーブ・ゼレミエヴィチ」(Глебъ Зеремиевич)は 1214年の遠征の記事ではムスチスラフ [J51]公
配下の，1219年の記事ではダニール [I111]配下の軍司令官として登場している（[イパーチイ年代記
(10)：264頁，注 200; 274頁，注 266]参照）。テキストの文脈から見てかれはボロホフ地方の公＝支配
者 (князь)（次注）の一人のようにも読めるが，マイオーロフの考えるように，ガーリチの住民を基盤






いた地方だったとも考えられる（[Котляр 2005: C. 260-261]参照），この князи はポロヴェツ人の首長
などについて使われる場合と同じ用法として理解でき，マイオーロフは在地住民からなる南ブグ川上流
域の城市共同体の首長で，エトノス的には混淆した（スラブ系とチュルク系など）特有の集団だった（例
えば「黒頭巾族」のような）可能性を指摘している [Майоров 2001: C. 590-591]。
　　なお，この時には，ボロホフの諸侯たちは，ガーリチ地方での威勢を失ったダニールを見捨てて，ハ
ンガリー陣営に加わったと考えられる（前注及び [Майоров 2001: C. 534-535]を参照）。
－ 186 － － 187 －























そこでダニールが拝礼したと解釈している。[Літопис руський, 1989: C. 389, Прим. 13]
60）「トルチェフ」(Торчев)の同定について，ロシア語訳注は現在のヴォルィニ州トルチン (Торчин)相当
するとしているが，遠征と戦闘の推移から見ると離れすぎている。ウクライナ語訳は，イクヴァ (Иква)
川左岸，現在のポチャイフ市 (Почаїв)近郊（Новий Тараж村近くの遺跡 Десять Валів）としており，
こちらの可能性が高い。
61）『シラ書（集会の書）』37:10-11の句「戦争については臆病者に相談するな」(не совещавай <...>  со 
страшливым о брани)をパラフレーズした引用。直接の典拠は当時読まれていた「アレクサンドロス
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このトルチェフの戦い 67） (бой Торьвьскый)があったのは聖大土曜日 68） のことだった。
【ベルズ公アレクサンドルはダニールおよびヴァシリコと和を結ぶ：1233 年 4 月～ 5 月】




1233 年 5 月】








る。これが，1233年の事件なら 4月 2日がその日に相当する [Грушевский Хронология: C. 347, 381 ]。




70）     5月頃と推定される。ちなみに現代でもウクライナ語の 5月を意味する語 травень は「草萌える」
という語源的な意味がある。
71）「プレスネスク」(Прѣсньск)は西ブーグ川源流に近い場所にあった城砦で，ガーリチからだと北北東






















[Котляр 2005: C. 230]。
73）「ディオニシイ」(Дьяниш)はハンガリー史料のベーラ四世の文書に言及されているハンガリーの軍司
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命じ，ティホムリ (Тихомль)を攻略した 77）。そして〔イジャスラフは〕帰郷してしまった 78）。ウ











ヴァシリコ [I112]とアレクサンドル [I121]は兄弟〔ダニール [I111]〕のもとにやって来て，
ブジェスク (Бужьск)で会合した 81）。




















































うである（[Perfecky 1973, p.136, n. 69]参照）。
－ 192 － － 193 －







ガーリチ人はセミョンコ・チェルムニイ 91） (Чермьный Семьюнко)を派遣してダニールを招
聘した。スディスラフは〔ガーリチを出て〕ハンガリー人のもとへ行った 92）。
【ダニールはキエフへ逃れようとしたアレクサンドルをポロニイで捕虜とする：1234 年春】















































スチスラフと和を結んでキエフへ戻る：1235 年 1 月～ 5 月】
そして二人〔ダニールとウラジーミル〕はチェルニゴフへ進軍した 99）。ムスチスラフ・グレー
96）「ホモラの河原」(луг Хоморьский)のホモラ川 (река Хомора)はスルーチ川 (Случ)の左岸支流で，
ヴォルィニ公領の側を流れている。
97）ガーリチからポロニイまで直線距離で北東方向へ 230kmも離れており，実際にはそれ以上の距離を





99）    『ノヴゴロド第一年代記（新輯）』の 6743(1235)年の記事に「ウラジーミル・リューリコヴィチ [J22]
公はキエフ人とともに，ダニール・ロマノヴィチ [I111]はガーリチ人とともに，ミハイル・フセヴォロドヴィ
チ赤毛公 [G41]を討つべくチェルニゴフへ進軍を始めた」[НПЛ: C. 284]と内容的に対応する記事がある。
－ 194 － － 195 －




スク (Сновеск)と他の多くの城市 101） だった。かれらは再びチェルニゴフ〔の城市〕へ到来した。
そして，ムスチスラフ 102） [G31]〔ミハイル [G41]〕とチェルニゴフ人は，ウラジーミル [J22]
およびダニール [I111]と和を結んだ。
チェルニゴフでは激しい戦闘が行われた。投石機 103） (таран)が据えられ，矢の 1.5倍もの射程
100）ムスチスラフ・グレーボヴィチ公 [G31]は，当時はチェルニゴフ地方のどこから分領城市にいたのだろ
う。ヴォイトヴィチは，1212年～ 1239年の期間，ノヴゴロド＝セヴェルスキイの公座に就いていたと推


























103）「投石機」(таран)は攻城兵器を意味するポーランド語 taran 中世ドイツ語  tarant と共通の言葉で，
破城槌や投石機などを指した。文脈からみて，ここでは投石機（カタパルトもしくはトレビュシェット）
のことだろう。「矢の 1.5倍もの射程」(полтора перестрѣла)とは，矢の届く射程を約 70mとすると





















事の中にほぼ文字通り同じ文言がある [ПСРЛ Т. 4, Ч. 1, 2000: C. 222-223]。マイオーロフ等の研究者
は，『ノヴゴロド第四年代記』の中により古い読みが残されており，本年代記の読みは古い読みの資料
をこの個所に再配置したものと考えている [Майоров 2009: C.321-322]。そのように理解すれば，確か
に，上述の不整合や，「投石機（カタパルト）」(таран)のような大袈裟な戦備（前注 103参照）がここ
に出てくる理由を説明できる。
105）    このポロヴェツ人はイジャスラフ [C43211]と同盟していたコチャンを首長とするロシ川一帯の部
族を指しているだろう（上注 75, 79 を参照）
106）    「主の洗礼祭から主の昇天祭まで」(от Крещениа до Вознесения)は，これが 1235年であるとダ









ルニゴフ人とともにキエフ城下に〔到来して〕，キエフを占領した」[НПЛ: C. 284]とある。（[Котляр 
2015: C. 235]も参照）
－ 196 － － 197 －








































メジボジエのボリス 115） (Борис же Межибожьскый)は，ドブロスラフ (Доброслав)とズブィス







[Котляр 2015: C. 235-236]。
113）モリボゴヴィチ一族は反ダニール派の貴族で，このときはイジャスラフ [C43211]，もしくはミハイ












117）     原文はイパーチイ写本ともフレーブニコフ系写本とも с полономъ （捕虜を連れて）となっている
が，ロシア語，ウクライナ語訳は「部隊を連れて」(с полкомъ)と読み替えて訳している（英訳は「略
奪品をもって」(with spoils)と解釈）。確かに，直前の記事にヴァシリコは「ガーリチに部隊とともにあっ
た」(бывшу в Галичи с полкомъ)との文言があり，この部隊がいなくなってダニールの軍事力が手薄
になったことが以下のガーリチ貴族たちの反乱の引き金の一つになったと考えられることから，「部隊」
(полк)を引き連れてヴラジミルへ戻ったとの解釈は妥当だろう。
－ 198 － － 199 －
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айоров 2001: C. 571-572][Літопис руський, 1989: C. 518 ]），コトリャールは，すでに前からミハイ
ル [G41]招聘を決めていたガーリチ貴族たちの陰謀（「奸計」 (льсть)）の一環とであると解釈している
[Котляр 2005: C. 236]。
119）この「ガーリチ人」(галичанѣ)の概念について，マイオーロフは，平民を含めた共同体の相当
数の構成員を意味するとして，多数の市民の陰謀であったことがガーリチ退去の理由としている
（[Майоров 2001: C. 572]参照）。しかし，本年代記には「ガーリチ人」がもっぱら貴族を指す用例も
多くあり，この解釈は疑問である。
120）このダニールのハンガリー行きは，ハンガリーにおける国王交替にも関わっている。すなわち，ハン




は大いなる栄誉をもって馬の前で〔手綱を〕引いた」(reх Bela (...) coronatus est in cathedrali ecclesia 
beati Petri, Albae, quam ipse consecrari fecit,(...) Daniela vero, duce Ruthenorum, equum eius, ante 
ipsum, summa cum reuerentia ducente)[Дашкевич 1873: C. 48]としている。ダニールは，戴冠式で
ハンガリー王の「臣下」の役割を引き受ける（手綱を引く）ことと引き換えに，ガーリチ公座奪回に
向けて王の援助を受けることを狙ったが，結果的にはその意図は適えられなかった [Древняя Русь-





















の貴族はウラジーミル [J22] からの援軍を得てこれを撃退する：1236 年春 122） 】
ガーリチ人〔貴族〕がカメネツ 123） (Каменец)を討つべく到来した。すべてのボロホフの諸
公 124） (болоховьсции князи)がかれらと同行し，ホモラ川 125） (Хомора)流域を掠奪し，カメネツ
に近づいた。そして，多数の捕虜を捕獲して，進軍した 126）。
その時，【775】ウラジーミル 127） [J22]はダニール [I11]のところに援軍として，トルク人 128） 
(торцькы)とダニール・ナジロヴィチ 129） (Данил Нажирович)を差し向けていた。ダニール
[I111]配下の貴族たちはカメネツ〔の城市〕から出撃すると，トルク人と (съ торкы)130） 合流し
て，かれら〔ガーリチ人〕を追撃した。不忠なガーリチ人は打ち負かされた。ボロホフの諸公
(Болоховьсции князи)はみな捕らえられ，かれらはヴラジミルへ，ダニール公 [I111]のところ
122）この年代推定は [Грушевський 2005: C. 348]参照。
123）「カメネツ」(Каменец)は，スルーチ川 (Случ)上流域左岸の城市で，現在のミロピリ (Миропіль)市







125）「ホモラ川」(река Хомора)はスルーチ川 (Случ)の左岸支流。上注 96を参照。
126）コトリャールはこのガーリチ貴族とボロホフ諸公の遠征の目的を，ミハイル [G41]と共謀の上で，ダニー
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へ連行された 131）。
【ガーリチ公ミハイルとイジャスラフはマゾフシェ公コンラートと同盟してダニール＝ヴァシ






ミハイル [G41]とイジャスラフ [C43211]は，ダニール [I111]を討つために，多くのポーラ
ンド人 134），ルーシ人，ポロヴェツ人を引き入れた。
コンラート 135） は，現在ホルム (Холм)の城市がある場所 136） に布陣した。かれはチェルヴェ





















































143）ロスチスラフ [G411]は 1229年の夏～秋に父ミハイル [G41]に譲られてノヴゴロドの公座に就いた
が [НПЛ: C. 68, 274]，1230年 12月には公座をヤロスラフ [K4]に引き渡している。その後は，おそら
く父親とともに行動していたと思われ，この時点ではミハイル [G41]とともにガーリチにいたのだろう。
144）     原文が曖昧なため「ハンガリー人たち」が誰の陣営にいたかについて，ロシア語訳は「ダニールの
もと」と解釈し，英訳，ウクライナ語訳は「ガーリチ城内」「ミハイルのもと」と見解が分かれている。
コトリャールも後者の見解を支持しており，ハンガリー人の多数の軍勢ゆえに，ダニールとヴァシリコ
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試みたが，攻略できなかった。城内に聖なる聖母の奇蹟のイコンがあったからである 146）。
【ダニールとヴァシリコはミハイルと和を結ぶ：1237 年秋】






【ダニールとヴァシリコはドロギチンに遠征して騎士団を壊滅させる：1238 年 3 月】
ダニールは言った。「ソロモン (Соломоничь)と呼ばれるテンプル十字軍 (крижевник 
Тепличь)149） がわれらの父の地を支配しているのはよいことではない」。そして二人〔ダニール
とヴァシリコ〕は重装備の軍隊をもってかれらを討つべく〔ベレスチエから〕進軍した 150）。3
146）この「聖母の（…）奇蹟のイコン」(сватаа Богородица, чюдная икона)がどのようなものであっ
たかについては記録や伝承はない。ウクライナ語訳は，ズヴェニゴロドにあるピャトニツコエという
場所に教会があり，1241年のタタール襲来のときに焼け落ちた遺跡があることから，この教会のこ









148）    この討伐の対象となったヤトヴャグ人のは西ブグ川中流・下流域に居住していたと考えられ，ヴォ
ルィニ公領の北西境界に位置する「ベレスチエ」(Берестье，現在の Брест)は遠征の拠点としては格好
の場所にあった。この増水した川は西ブグ川のことだろう。
149）ここの「ソロモンと呼ばれるテンプル十字軍」(Крижевник Тепличь, рекомый Соломоничь)の表
記は，テンプル騎士団のラテン語名 Pauperes commilitones Christi Templique Solomonici の後ろの部分
を音写したもの。ただし，実際には，1228年にマゾフシェ公コンラート一世の命令でプロシア人からの
防衛の目的で創設され，同様の騎士団組織を持つ「ドブジン騎士団」(Fratres Militie Christi de Livonia 
contra Prutenos, fratres de Dobrin; Добринский орден, Добжинский орден)のことを指している。
150）叙述の流れからみて，ダニールとヴァシリコは，ヤトヴャグ人遠征のためにベレスチエまで到達した
が，増水のために遠路の遠征を諦め，近くにあるドロギチン（次注）へと討伐の対象を方向転換したの










その年，ダニール [I111]は，コンラートを討つために，リトアニア人ミンダウガス 153） (Минъдог)




は，ドロギチンは自分たちの「父の地」であると反発して，討伐を試みたのである [Літопис руський, 





補足的に叙述したのではないか（[Грушевьский 2005: C. 349]も同様の見解）。ただし，コトリャール
はミハイル [G41]に対して力関係が優位に立ったダニールが，対ハンガリー政策において戦略的に重要


















－ 204 － － 205 －










【キエフの支配公がウラジーミル [J22]，ヤロスラフ [K4]，ミハイル [C41] と次々と交替する：
1236 年～ 1238 年】






[Грушевський 2005: C. 349]。
157）ここの「皇帝フリードリヒ」(Фридрихъ царь)は，シュタウフェン朝の神聖ローマ皇帝フリードリ
ヒ 2世（Friedrich II）（在位 1220年～ 1250年）のこと。
158）ここで「大公」(гѣрцик)と呼ばれているのは，バーベンベルク家出身のオーストリア大公 (herzog)





領し，皇帝自身も 1237年 1月～ 4月この都市に滞在した。このような情況の中で，大公はハンガリー
の敵手であるダニールに支援を求めたと考えられる。




公座に就いた」[НПЛ: C. 385]とある。これは 1236年のことである。
－ 206 －
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【ダニールはロスチスラフ不在の間にガーリチに到来して公座に就く（第 5 次）：1238 年後半】
ロスチスラフ [G411]は原野に向けて出撃した。神の助けによって，ダニール [I111]はホル




だ（1238年 3月 4日）こと（下注 195参照）を知って，ヴラジミルの大公位に就くべくキエフからヴ
ラジミルへ向かった。報告を受けてすぐの 3月半ばにはキエフを出発したのだろう [Літопис руський, 






164）この文言は，『キエフ年代記』の 1148年，1149年，1151年の記事で引用されている Мир стоит до 









同盟者であるミンダウガス討伐のためとしているが [Майоров 2001: C. 575]，この時点で全軍を動員
してまで討伐すべき相手だとは考え難い），またリトアニアの地に達するにはダニール等が支配してい






－ 206 － － 207 －
















の軍勢ガーリチからいなくなる機会をいかに待ち望んでいたかがわかる（[Майоров 2001: C. 576]参照）。














































される [Котляр 2005: C. 246-247]。
176）    「ロドナと呼ばれる塩鉱山」(баня, рекомѣи Родна)の「塩鉱山」の原語 баня はウクライナ語で岩
塩を採掘する場所を意味している。「ロドナ」(Родна)は現在のルーマニア北方，カルパチア山脈の高峰
ロドナ山 (Munţii Rodnei; гора Родна)の山麓で，ビストリツァ (Bistrita, Быстрица)川の最上流にあた
る場所。ガーリチから南へ直線距離で 172kmだが，カルパチア山脈を越えなければならない。ここにガー
リチ地方からハンガリーへ抜ける峠があった [Пашут 1950: C. 173]。
177）ロスチスラフ [C411]の遠征（上注 166）に従軍していたガーリチ貴族がガーリチに戻って来たので
ある。
－ 208 － － 209 －













(Батыева рать начася в Руси в лѣто 6745)との後年の書き込みが付されている。
　　なお，研究史では，この個所から 1240年の記事の半ば（下注 259）まで（ただし 1238年の記事を
除く）を『バトゥ襲来の物語』(Повесть о нашествии Батыя)としてまとめ，『ラヴレンチイ年代記』『ノ


















の諸王侯）はクリルタイを開いて，ルーシの地への侵攻を決めたという [モンゴル帝国史 2：151-153頁 ]。
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富山大学人文学部紀要
【タタール人はリャザンとプロンスクを攻略：1237 年 12 月 21 日～ 1238 年 1 月】
かれらは最初の到来はリャザンの地だった。かれらはリャザンの城市 183） を槍で 184）攻略


















斬り合いは悪しきものだった」[ПСРЛ Т.10, 2000: C. 106]と記している。











けて進軍した [БЛДР-5: C. 140-147]と，リャザン攻略の経緯が詳細に描かれている。
186）「ユーリイ」 [H33]は，リャザン公ユーリイ・イーゴレヴィチ。兄弟のリャザン公イングヴァル [H32]
が 1235年に没して以降，リャザンの公座に就いていた [Княжа доба 2006: C. 382]。
187）「プロンスク」 (Прыньск; Пронск)は，リャザンの南方約 70km，オカ川支流のプロニャ川河岸に位
置するリャザンの付属城市。
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主上ミハイルの子 [H511] 188）〔フセヴォロド・ミハイロヴィチ〕は自分の家来を連れてスーズ
ダリ〔地方〕まで逃れ，大いなる公ユーリイ [K3]に神を畏れぬハガル人 189） (агаряне)の到来，
来襲について告げた。
【フセヴォロドはヴラジミルを出てコロムナでタタール人を迎え撃つが失敗する：1238 年 1 月】
大いなる公ユーリイ [K3]はこれを聞くと，自分の息子フセヴォロド [K31]に全ての家来を
率いさせ，ミハイルの子 [H511]とともに〔対抗する遠征へと〕派遣した。




188）「主上ミハイルの子」の原語は Кюръ Михайловичь で，ミハイル・フセヴォロドヴィチ [H51]（主
上 (Кюр)と呼ばれた）の息子を指している。「主上」(кир)は「主人」を意味するギリシア語 κυριε を
音写したもので，本来はビザンツの皇族・高位聖職者などギリシア人に対する尊称に用いられたが，こ
こではミハイルに対する「教会的」な尊称が定着して通称になったのだろう。このミハイル [H51]はプ
ロンスク公で 1207年に没しており（[НПЛ: C. 428]参照），プロンスク公を継いだ息子の名はフセヴォ




190）  「バトゥ」(Батыи; Batu; 中国史料表記は「拔都」)はチンギス・ハンの長男ジョチの次男で，ジョチ家（ウ














たちとともにヴラジミルへ逃げ込んだ」[ПСРЛ Т. 1, 1997: Cтб. 461]。
－ 212 －
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イ 193） (Бурондай)の奇襲を受け，城市全体が奇襲攻撃を受けて 194），ユーリイ公 [K3]自身も殺さ
れた 195）。






















ち，すなわちヴァシリコ [K11]，フセヴォロド [K13]，ウラジーミル [K12]とともに軍を進めた。かれ
〔ユーリイ〕はシーチ川 (Сить)に陣営を張った。そして，自分の兄弟ヤロスラフ [K4]とその部隊，ス
ヴャトスラフ [K6]とその従士団を待っていた。大いなる公ユーリイ [K3]は，タタールに対抗する軍兵








日 3月 4日に起こった。こうして，大いなる公ユーリイ [K3]はシーチ川で殺され，かれの多くの従士
たちもそこで戦死した」[ПСРЛ Т. 1, 1997: Cтб. 465]とユーリイの死が描かれている。
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[НПЛ: C.75-76]。ここでは，占領の日が 2月 5日になっていることが注目される。
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【タタール人はコゼリスクを攻め，7 週間の戦いのすえに占領する：1238 年夏頃】
かれ〔バトゥ〕はヴラジミルの城市を撃ち破り，スーズダリ地方の諸城市を捕獲し 201），コゼ















らトルジョクへ向かって城市を濠で囲んだとある [НПЛ: C.76, 288]。さらに，トルジョク占領とノヴゴ
ロドへの進軍と突然の方向転換については，「イスマイル人たちはトルジョクを包囲した。斎戒の主日












なるキリルに追放されて引き返した」[НПЛ: C.76, 288] ]と詳細に記されている。
　　この事件について詳しい史料学的考証を行ったヤーニンによれば，なお，この「イグナートの十字架」
(Игнач крест)の方向転換は 3月 18日，エルサレム主教キリルの祝祭日でトルジョク陥落の 13日後に
あたる [Янин 2013: C. 77]。
202）「コゼリスク」(Козельск)は，オカ川 (Ока)の支流ジズドラ川 (Жиздра)沿いの城市で，スーズダリ
地方とノヴゴロド・セヴェルスキイのほぼ中間地点に位置している，現在も同名の城市。ヴラジミル＝
ザレスキイからなら西南に 376kmも離れている（[イパーチイ年代記 (10)：286頁，注 340]参照）。
203）「ヴァシーリイ」[G11]公は，1223年のカルカ川の戦いで戦死したチェルニゴフとコゼリスクの公ム

















【タタール人はドン川とドネツ川の中流域のステップ地帯へ向かう：1238 ～ 1239 年】
バトゥはコゼリスクを占領すると，ポロヴェツの地へと進軍した 206）。そこから，ルーシの地
の諸城市へ使者を派遣し始めた。
204）「万人長の三人の息子」(сыны темничи три)の万人長 (темник)とは，1万をあらわすモンゴル語
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教会が再建されるまで聖堂は完全に廃墟となっていたという [Раппопорт 1982: C. 32, №44]。
209）モンゴル軍のペレヤスラヴリ・ルースキイ攻撃については，『ラヴレンチイ年代記』の 1239年の項
に「この年，タタールはルーシのペレヤスラヴリを占領し，主教を殺した。そして人々を虐殺し，城市














にモンゴル人の手で死んでいる [Літопис руський, 1989: C. 394, Прим. 9]。
－ 218 －
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ハイル〕はかれ〔モンケ〕の使者を全員撃ち殺し，自らキエフを逃げ出した」[ПСРЛ Т.10, 2000: C. 
116]と交渉についての補足的なエピソードが書かれている。
－ 218 － － 219 －


















にハンガリーのベーラ四世のもとへと逃げ出したのだろう（[Пашуто 1950: C. 221]参照）。
220）「ロスチスラフ・ムスチスラヴィチ」[J311]は，ヴィシェゴロド公で 1188年に没したムスチスラフ・
ダヴィドヴィチ [J31][イパーチイ年代記 (8)：227頁，注 261]の息子と同定される（ロシア語訳も同
様の同定）。かれは，1188年以降父が支配していたヴィシェゴロドに拠点を置き，成人後はスモレンス
クとヴィシェゴロドを公支配していたのではないか（1194年に生まれたムスチスラフ・ダヴィドヴィ



















〔スーズダリ公ヤロスラフ [K4]は知った 222） 〕ミハイル [G41]がキエフから逃げ出しハンガ
リー人のもとに行ったことを。そして，〔ヤロスラフ [K4]は〕駆けつけて〔カメネツに〕到来





















226）これはダニール [I111]にとって「姉」(сестра)のことで，かの女はミハイル [G41]の公妃 (княгиния)






　　なお，ドムブロフスキイはかの女をダニールの実の姉で 1199年～ 1201年に生まれ，1211～ 1212
年にミハイル公 [G41]と結婚したと推定している。「リューベク過去帳」の史料によれば「エレーナ」
(Елена)という名だった可能性があるという [Домбровский 2015: C. 304-308]。
－ 220 － － 221 －













ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]は悪事を恨まず，かれ〔ミハイル [G41]〕に自分たちの
姉 230） を引き渡して，かれをポーランド人のもとから呼び戻した 231）。
【ダニールとヴァシリコは，ミハイル [G41] とロスチスラフ [G411] に，それぞれキエフとルチェ
スクを与えることを約束するが二人は行かず：1240 年夏～秋】








の姉妹（カジミェシュ 2世正義公の娘）マリアは，ミハイル [G41]の父フセヴォロド公 [G4]と結婚し










【ミハイルはキエフ陥落を知って，ポーランドへ逃げる：1241 年 1 月】
ミハイル [G41]は，【784】キエフが〔タタール人に〕奪取されたことを知ると，自分の息
子〔ロスチスラフ [G411]〕とともにポーランドのコンラートのもとに逃げた 233）。タタール人が
〔ポーランドに〕接近すると 234），その地にいることにも耐えられず，ヴロツワフの地 235）(земля 
Воротьславъска)へ向かった。












ンゴル帝国史 2：162-163頁 ]。さらに，一部の分遣隊は 3月にサンドミエシュから北西のウェンチツァ
(Łęczyca）方面へ向かっており，ミハイル [G41]一家はこれを恐れて，より西へと向かったのだろう。














－ 222 － － 223 －














するためにレグニツァに向かったが（上注 236），到着する前 (не дошедшю)に強奪に遭ったのである。
238）「ヘンリックの息子」(Иньдрихович; Генрихович)とは，ヴロツワフ公ヘンリック一世顎髭公の息



















強者（つわもの）の軍司令官たちで，オルダ 241）(Урдю)，バイダル 242） (Байдар)，ブリ 243） 
(Бирюй)，コデン 244）(Кайдан)，ボチュク 245） (Бечак)，モンケ 246） (Меньгу)，グユク 247） (Кююк)で
240）「トヴルール」 (Товрул)というタタール人捕虜は他の史料で確認できないが，16世紀中頃成立の『バ
トゥによるリャザン壊滅の物語』（上注 185）中の勇士イパーチイ・コロヴラート (Евпатий Коловрат)
のエピソードに，かれと決闘して殺された相手としてタタール人「ホストヴルール」(Хостоврул)（他
の版では Таврул）という人物が言及されている [БЛДР-5: C. 149, 478]。さらに，『ママイの戦いの話』
(Сказание о Мамаевом побоище)の後代の版（第 4写本）には Таврул （もしくは Темир-мурза）と
いう名が修道士戦士ペレスヴェートのやはり決闘の相手として登場する [Шамбинога 1907: C. 61]。
このことから，Таврул (Товрул)はタタール人の武人の一般的な人名として認識されていたことが想
定される。このことによって，ブィリーナの登場人物の名 Азвяк Таврульевич [Сборник Кирши 
Данилова, № 4]などの中にもこの名の使用が反映しているだろう。なお，Таврул (Товрул) は「鷹」
を意味するチュルク語 to‘rul に由来し，実際に広く固有名詞（人名）に取り入れられているという 





242）「バイダル」(Байдар; 『集史』の表記は Bāīdā，中国語史料では貝達爾，拝達児など )はチンギス＝ハ
ンの次男チャガタイの六男で，西征にはチャガタイ家を代表して甥のブリとともに従軍した。ルーシ征
服ののちは，ポーランド遠征の分遣隊の指揮をとった。




されたとされる [モンゴル帝国史 2：289頁 ]。
244）「コデン」(Кайдан, フレーブニコフ系写本は Кадан; 他の表記に Годан, Кутан; Kūtān,中国語史料表
記「闊端太子」) は，皇帝オゴデイの次男で，グユク（下注 247）の弟にあたる。ルーシ征服後のポー
ランド侵攻では，バイダル（上注 242）とともに軍の指揮を執った。







247）    「グユク」(Кююк, フレーブニコフ系写本は Куюкь)（1206年～ 1248年）は，当時の皇帝（大ハーン）
オゴデイの長子で，父の命令によってバトゥの西征に従軍した。オゴデイの死後，1246年から 1248年
までのあいだ第 3代の皇帝になった。
－ 224 － － 225 －
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ある 248）。かれ〔グユク〕は，皇帝 (кан)の死を知ると帰還し，そして皇帝になった 249）。かれ〔バ





の軍司令官たち」(братья его силныи воеводы)の 7人は，すべて西征に参加したチンギス＝ハンの血




ашид-ад-дин Т. 2: C. 37][モンゴル帝国史 2：360頁 ]となっている（ジュヴァイニー『世界征服者の
歴史』の並行部分も同様だが「シバン」の名が欠けている [Тизенгаузен Т. 2: C. 22][モンゴル帝国史 2：
358頁 ]）。このペルシア語史料と比較すると，本年代記の「名簿」はコルゲン，シバン，タングトが欠
けているだけで，他の 7人については見事に一致している。
　　ちなみに，コルゲンはコロムナ（イケ＝オカ川）の戦いで戦死しており（[Рашид-ад-дин Т. 2: C. 39][モ
ンゴル帝国史 2：364頁 ]），シバンは 1238年秋にクリミア方面へ転戦して [Храпачевский 2005: C. 
376]キエフ攻略に参加していないため，「名簿」に記されなかったのではないか。タングトについては，
遠征に関する史料に言及がほとんどなく，その役割については不明である。
249）当時の皇帝（大ハーン）オゴデイがカラコルムで没したのは 1241年 12月 11日であり，西征軍がそ
れを知って帰還を決めたのは 1242年 3月のことである。しかし，グユクが帰還した直接の理由は，こ
の記事にあるような父の死ではなかった。ラシードゥッディーンの『集史』によれば，1239年秋に皇
帝オゴデイによってグユクはモンケとともに帰還を命ぜられたが [モンゴル帝国史 2：190, 365頁 ]，
グユクが本国に帰還する途上で病没してしまったとしている。『元朝秘史』によると，遠征中の酒宴で
ブリがジョチ家の王子たちと口論になり，バトゥを面罵したところ，グユクもブリに同調したと伝えら
れ [元朝秘史下：224～ 226頁 ]，おそらくそれが原因で，父オゴデイの怒りを買い，グユクの帰還が
命じられたのだろう。なお，グユクはカラコルムに戻ると，生母の政治工作などによって競争相手を排
除し，1246年に父の跡を襲って第 3代の皇帝になっている [モンゴル帝国史 2：224～ 225頁 ]。
250）この「勇者」は本年代記では богатуръ, багатырь, богатырь と記されているが，モンゴル軍司令官
で功を立てたものに皇帝が与えた称号で，中世モンゴル語 ba'atur（バートル），中国語「抜都」と表記
される語に対応している。
251）「スブタイ」(Себѣдяй Богатуръ, フレーブニコフ系写本は Бедяй; Субедей，『集史』のペルシア語










【バトゥ軍はキエフを占領する：1240 年 12 月 6 日】




























落が 1240年の 12月 6日であったことがわかる。
259）     研究史の上では，1237年の記事（上注 180）からこの個所までを，『バトゥ襲来の物語』(Повесть 




－ 226 － － 227 －




は〕コロデャジン 261） (Колодяжьн)の城市へと到来した。かれは 12台の投石機を据え付けたが，
城壁を破ることはできず，〔城市の〕住民を言葉巧みに説得しようとした。かれら〔住民たち〕
はかれ〔バトゥ〕の悪しき企みを聞き入れて，降伏したが，自ら撃ち殺された。
〔バトゥは〕カメネツ 262） (Каменець)とイジャスラヴリ 263） (Изяславль)に到来し，これらの城










261）     「コロデャジン」(Колодяжьна)は，スルチ川上流右岸に位置する城砦で，現在のジトミール州コロ
デャジニイ村 (Колодяжний)に遺構がある。キエフ公領とヴォルィニ公領の境界に位置している。キエ


















バトゥはドミトルの助言を聞き入れて，ハンガリーへと進軍した。ベーラ王 (король жь 






























ている　[Котляр 2005: C. 257]。これについては，以下の注 481でも言及されている。
－ 228 － － 229 －
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【ダニールはガーリチへ向かったが，直前でタタールによるガーリチ攻略を知りハンガリーへ

















リウスキイ地区 (Сколівський)ヴェルフネ・シニョヴィドネ村 (Верхнє Синьовидне)に相当する。近
郊の黄金丘 (Злата гора)にこの聖母修道院の遺構がある。ここからさらに南西に街道を進むと，カルパ
チア山脈を越えてハンガリー王国領へ抜ける峠（現在のヴェレツキイ峠 (Верецкий перевал)）があり，










ミエシュ (Sandomierz)のこと。城市の古名 Sędomir, は Sędzi-〔裁く〕（ロシア語で судить）と mir〔平






































低下したことを利用して，城市の独占支配を謀ったと考えられる [Котляр 2005: C. 258]。
－ 230 － － 231 －















ロスチスラフ・ウラジーミロヴィチ 287） [J221]はダニール [I111]のもとへ【789】，ホルムへ
282）以下のホルム建設にかかわるエピソードについては，6756(1248)年の記事を参照。
283）    このヴラジミル＝ヴォルィンスキイの石造りの首座教会である聖母教会（聖母就寝教会）について
は [イパーチイ年代記 (10)：243頁，注 61]を参照。







286）ミハイル [G41]は先にダニール [I111]に悔悛の意を示して和解していることから（上注 232参照），
妨害はされないと考えてヴォルィニの地を通過して（トゥリヤ川 (Турья)を遡行？）ピンスクに行き，
そこからプリピャチ川 (Примять)の水上交通を利用してキエフへと向かったのだろう（下注 290参照）。
287）ロスチスラフ [J221]については上注 98を参照。かれは，父のキエフ公ウラジーミル [J22]の死後





他方，ミハイル [G41]は，ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]の好意に対して，自らの信義
を示すことはなかった。〔ミハイルは〕かれ〔ダニール〕の地を通過したが，使者を〔ダニールへ〕
遣ることさえなく 289），キエフに向かった 290）。〔そしてミハイル [G41]は〕キエフ郊外の中州で居
を構えていた 291）。
かれの息子ロスチスラフ [G411]は，チェルニゴフへ向かった 292）。
【レフがハンガリーから帰郷する：1241 年 4 月】



























－ 232 － － 233 －
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の〕公として支配していた。
また，司祭の孫であるスディイチ 295） (Судьичь)はすべての地〔の富を〕を強奪して，バコ
タ 296） (Бакота)に入り，公の命令なしにすべてのポニジエ地方 (Понизье)を占有した。




ダニール [I111]はこれを見て，自分の大膳職ヤコフ 299） (Яков)を〔ガーリチ城市へと〕派遣
して，ドブロスラフに大きな不満を示してこう言った。「そなたたちの公はこのわしである。
そなたたちは，わしの〔名において勝手な〕命令を出してはならない。〔ポニジエの〕土地〔の
富〕を強奪してはならない 300）。ドブロスラフよ，わしはチェルニゴフの貴族たち 301） を受け入
れるように命じてはいない。ガーリチ〔貴族たちに〕に領地を与えるように〔命令したのだ〕302）。


















ジエ地方まで逃げて来たチェルニゴフ貴族たちではないかとしている [Пашуто 1950: C. 225]。
302）ダニールは，ハンガリー，ポーランドにおける逃避行のときに同行した自派の忠実な貴族たちに，こ
のポニジエ地方の領地を与えることを考えていたということか [Пашуто 1950: C. 225]。
－ 234 －
富山大学人文学部紀要
そなたたちはコロムィヤの塩 303） (коломыйская соль)をわしのところに送れ」。かれ〔ドブロス
ラフ〕は「そのようにいたしましょう」と言った。
その時，ヤコフがかれ〔ドブロスラフ〕のもとにいたとき，【790】ラゾリ・ドマジレチ 304） 


































－ 234 － － 235 －
































ロスチスラフ 314） [G411]はボロホフの諸公 315），生き残ったガーリチ人 316） を集めて，バコ
































－ 236 － － 237 －














ダニール [I111]は多くの捕虜を捕獲して帰還し，かれら〔ボロホフ諸公〕の諸城市 325） を
占領した。すなわちそれは，デレヴィチ 326） (Деревичь)，グービン 327） (Губин)，コブード 328） 
(Кобуд)，クーディン 329） (Кудин)，ゴロデツ 330） (Городѣць)，ボジェスキ 331） (Божьскый)，デャディ
322）ここの述べられた一連の出来事については，上注 226及び 232を参照。





















































－ 238 － － 239 －










































ダニール [I111]は，ロスチスラフ [G411]の手で〔ペレムィシェリに〕派遣されていた 346）リャ
















347）「リャザン人コンスタンチン」 (Костянтин рязаньский)はチェルニゴフ公ロスチスラフ [G411]に勤
務するためにリャザンから移った勤務公と考えられ，リャザン公ウラジーミル・グレーボヴィチ（在位
1194-1207年）の息子コンスタンチン・ウラジーミロヴィチ [H44]と推定されてる [Котляр 2005: C. 







－ 240 － － 241 －
















352）「名高い歌人ミトゥーサ」(словутьный пѣвец Митуса)の名は，ドミートリイ (Дмитрий)に発する
民間的なあだ名。かれもまた，傲慢 (гордость)であるとされているところから，文脈から判断して「〔ペ
レムィシェリ主教の〕傲慢な家来たち」(слуги его <...> гордые)の一人であり，主教の館で捕まったの
だろう。
353）ロシア語訳の注はこの句を『シラ書（集会の書）』21:21（邦訳 21:17）の句「愚か者にとって知恵は
崩れた家のように役立たない」(якоже дом разорен, тако буяго премудрость)からの引用句としてい
る [БЛДР-5: C. 503]（ウクライナ語訳は『箴言』15:25 を典拠としている）。ただ，この句の前半はこ
の引用句の改変としても，後半は，「引き裂かれ」た海狸 (бобр)，狼 (волк)，貂 (борсук; язвѣц)に懸
けて格言が創り直されている。『マタイ伝』23:14の「呪われよ（…）お前たちは，やもめたちの家を
食い倒し」(горе вам, <...> яко снедаете домы вдовиц,)を，実際の事物と組み合わせてパラフレーズ
したものか。いずれにせよ，傲慢な者を批判する内容のリズムと韻を持った創作格言になっており，年
代記成立の時代にガーリチの宮廷内などで知られていたのだろう。






































－ 242 － － 243 －
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ないか（[Пашуто 1950: C. 62]も参照）。
－ 244 －
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ヴリ人ドマン 371） (Доман Путивлец)の手で処刑された。かれとともに，かれの貴族フョードル
368）ミハイルの死の年代については『ラヴレンチイ年代記』の年記（下注 372）を参照した。なお，『ノ
ヴゴロド第一年代記 (新輯 )』の記事の冒頭では 6753(1245)年の 9月 18日に（[НПЛ: C.298]），末尾
では 9月 20日（[НПЛ: C. 303]）になっている。



















ことだからだと答えました」[カルピニ，ルブルク 1965：12-13頁 ][Menestò 1989: p. 237]。
371）この「ドマン」(Доман)については，『ノヴゴロド第一年代記（新輯）』の並行記事では，「かつてキ
リスト教徒だったが信仰を棄て，異教徒となり，また法を破って異教徒となった男で名をドマンという
人物によって」ミハイル公が斬首されたとしている [НПЛ: C. 302]。しかしここでは，かれがプチヴリ
人だという記述はない。
－ 244 － － 245 －




ダニール [I111]と弟のヴァシリコ [I112]はポーランドの公ボレスワフ 374）〔五世〕と戦争を始め，
4本の街道を通ってポーランドの地へ進攻した。ダニール [I111]自身はルブリン 375） (Люблин)
付近で掠奪を行った。ヴァシリコ [I112]は，イズヴォリャ川 376） (Изволя)とラダ川 377） (Лада)を




における殺害の物語」(Сказание об убиении в Орде князя Михаила Черниговского и его боярина 





























































－ 246 － － 247 －







ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]はこのことを聞いて，まだ若年のレフ 390） [S2]を派遣した。
かれ〔レフ〕は若年のため戦闘はさせず，自分の従兄弟の息子フセヴォロド 391） [I1212]，およ
び〔宮廷官〕アンドレイ，〔大膳職〕ヤコフ 392）と他の貴族たちを派遣した。かれらはセチニツァ














と考えている [Котляр 2005: C. 264]。
390）ダニール [I111]の息子レフ [S2]は，1225年～ 1229年の間の生年と推定され [Домбровский 2015: 
C. 367]，この時は 15～ 19歳だった。
391）    ダニール [I111]の従兄弟（ベルズ公アレクサンドル・フセヴォロドヴィチ [I121]）の息子に当たる（原















{その年 }リトアニア人が到来して，ルシコフ族の〔リトアニア侯〕アイシヴノ 395） 
(Аишьвно Рушькович)はペレソプニツァ 396） 近郊で掠奪を行った。


























－ 248 － － 249 －
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6755〔1247〕年　
【リトアニア侯レングヴェニスによるヴォルィニ地方北西境界への掠奪遠征とダニール＝ヴァ
シリコによる撃退：1244 年～ 1245 年初め 400） 】






ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]はかれら〔リトアニア人〕を追い，宮廷官ヤコフ 405） は
自分の軍兵を〔引き連れて進軍した〕。リトアニア人はミハイル [B321233]を信頼せず，自分
たちの陣営から出た。神の慈悲によって，リトアニア人は逃げ出し，撃ち殺され，すべてが捕
虜に獲られた。レングヴェニス 406） (Лонъкогвени)自身は傷を負って逃れた。ダニール [I111]と
400）このリトアニア人の掠奪遠征の時期は不明だが，コトリャールは 1244年もしくは 1245年初めと推




た地名と推定している [Котляр 2005: C. 265]。











404）     編集者の不注意により，ミハイルの通報についてまったく同じ文言が繰り返されている。

























いて公支配を固めていたことを確認した文言になる（コトリャールの説 [Котляр 2005: C. 265]）。他方，
















－ 250 － － 251 －

























































ン・ヴォイツェホヴィチ」(Творьян Вттихович; Флориан Войцехович)として，6729(1221)年の項
に言及されている（[イパーチイ年代記 (10)：282頁，注 318]）。
418）     パシュートによれば，フロリアンは最初はボレスワフ五世の反ガーリチ（ダニール）の政策に反対
していたが，結局ボレスワフ公と和解した。そして，自らガーリチ地方への遠征に参加したが，皮肉に
も捕虜になったという [Пашуто 1950: C. 231]。
419）     城市「ヤロスラフ」(Ярослав, Ярославль)は 12世紀後半に当時のガーリチ公ヤロスラフ・ウラジー
ミロヴィチ八智公が，ガーリチ地方サン川 (Сан)左岸に建てた城市で，かれの名が冠されている。現在
のヤロスラウ市 (Jarosław)に相当する。
－ 252 － － 253 －



































































429）レフ [S2]はおよそ 1228年の生まれと推定されることから，当時は 17歳ほどだった。
430）「ヴァシリコ」(Васильк)はヴァシーリイの愛称であり，これは，下に記されているヴァシーリイ・
グレーボヴィチ (Василѣй же Глѣбович)と同一人物とみることができる（下注 432）。
－ 254 － － 255 －












〔それは〕ヴァシーリイ・グレーボヴィチ 432） (Василѣй же Глѣбович)，フセヴォロド・アレクサ





















































440）「大髭野郎」(на великыи бороды)はヴァシリコ [I112]を誹った呼び名であり，これによってかれの
容貌の特徴が分かる。
－ 256 － － 257 －














に連行され，ダニール [I111]の手で殺された 442）。ジロスラフ 443） (Жирослав)はこの地における
悪しき騒乱者ヴワディスワフ 444） (Володислав)を連行してきた。かれはその日のうちに殺され
た。【805】他の多くのハンガリー人も怒りにまかせて撃ち殺された。
【ヤロスラフ城市郊外の戦いはダニールとヴァシリコの軍の勝利に終わる：1245 年 8 月 17 日】







443）     6734(1226年 )の項に親ハンガリー派のガーリチ貴族での「欺瞞的な」ジロスラフという人物が否
定的な文脈で登場するが [イパーチイ年代記 (10)：296頁，注 385]，時期的に離れ過ぎており，別の人
物のダニールの側近（軍司令官）と考えるべきだろう。なお，ウクライナ語訳は，これを同一人物と推





















445）     「大殉教者フロールとラウルの日」(великая мученика Фрора (Флора) и Лавра)は 8月 18日であ
り，その前日は 1245年 8月 17日に相当する。
446）    ダニールがリトアニア人侯ミンダウガスとポーランドのマゾフシェ公コンラートに援軍を要請した
ことについては上注 422を参照。文脈から見ると，この二個所からの援軍はヤロスラフ郊外の戦闘には
間に合わなかったようである。
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チ・イェベ (Möči Yebe, Мужи Яя)（バトゥの又従兄弟にあたる）とする説（ウクライナ語訳），ジョチ
の息子でバトゥの兄弟にあたるボアル (Boal, Бувал, Мувал)とする説などがある [Войтович 2004: C. 















ては，カルピニのヨハンネスもその旅行記で記している [カルピニ，ルブルク 1965：64頁 ][Карпини 




する：1245 年 10 月 26 日～ 12 月】
聖ドミトリオスの祭日 454） に〔ダニールは〕神に祈って，〔ドロゴスキイもしくはホルムを〕
出発すると，キエフにやって来た。そこはヤロスラフ [K4]が自分の貴族ドミトル・エイコヴィ





















457）     当時，ペレヤスラヴリにはタタール支配の前哨地として派出所が設けられており，ここから東がタ
タール人の直接の支配地であったことが分かる。
458）「クレムシ」(Куремса) は，バトゥの実兄オルダ (‎Ūrda, Hurdū)の息子で，ヴォルガ川河口のサライ
に拠点を置いたバトゥ（かれの叔父にあたる）の代官として，ドニエプル右岸地方一帯の監督を担って
いた人物。カルピニの旅行記ではコレンザ (Corenza, Curoniza, Choranza)と表記されている。カルピ
ニによれば「この首長 (dux)は西方の全民族がタタール人に急襲をかけ，不意討ちを喰らわぬよう，駐
屯してその警戒にあたるものすべての支配者 (dominus)です。わたしどもの聞いたところでは，かれの
もとには 6000人の武装兵士がいるとのことです」[カルピニ，ルブルク 1967：68頁 ] [Menesto 1989: p. 
307]と，キエフとガーリチ公領に監督権を及ぼしていたことがわかる。かれの拠点地は，ドニエプル川
下流域にあったと考えられる。
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【ダニールはサライのバトゥのもとに到着する：1246 年 1 月頃】
そこから，〔ダニールは〕ヴォルガ川〔河口のサライへ〕バトゥのもとへやって来た 462）。かれ〔ダ
ニール〕が〔バトゥのところへ〕伺候〔拝礼〕しようと 463）していたとき，ヤロスラフ [K4]配




置する」[カルピニ，ルブルク 1967：12, 15頁 ]と同様の観察を述べている。



























ラフ公 (dux Ierozlai)[K4]の息子〔コンスタンチン [K44]〕にでくわしました。かれには，ロシアから
きたサンゴル (Sangor)という騎士〔貴族〕(miles)が随行していました。このサンゴルは生まれはポロヴェ
ツ人 (comanus)ですが，いまはキリスト教徒です」[カルピニ，ルブルク 1967：88頁 ][Menesto 1989: 
p. 331]とある「サンゴル」(Sangor)と同一人物であることは疑いない（[Горский 2014: C. 119]）。カ
ルピニはカラコルム方面へ向かう往路の，1246年 4月 6日にサライでバトゥの接見を受けており [カ
ルピニ，ルブルク 1967：71頁 ]，また，『ラヴレンチイ年代記』6751 (1243)年の記事によると。ヤロ
スラフ [K4]は息子のコンスタンチン [K44]を自らの訪問に先行してカラコルムに派遣しており [ПСРЛ 
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解釈しているが [Панченко 1968: C. 11, Прим. 27]，ルブルクのウイリアムの旅行記の中の「馬乳酒」
の作り方の節に大君主たち (magni domini)のための飲用として「黒い馬乳酒」(cara-cosmos, nigrum 
cosmos)の製法が解説されている [カルピニ，ルブルク 1967：145頁 ]ことから，おそらくは，ここの
「黒い乳」もそのような高級な馬乳酒のことを指しているのだろう。
468）     ルブルクのウイリアムがバトゥと会見したときの証言によれば「バトゥ自身の家でかれと一緒に馬
乳酒を飲むのは，誰にとっても大変な名誉とされているのです」[カルピニ，ルブルク 1967：187頁 ]
とあることから，ダニールはバトゥから最高級の待遇を受けたと考えられる（[Пашуто 1950: C. 236]
も参照）。
























471）この，ヤロスラフ [K4]が毒殺された (зелиемь умориша)ことについて，カルピニはその旅行記の





ピニ，ルブルク 1967：81頁 ][Menesto 1989: p. 323]と詳細にその様子が描かれている。なお，『ラヴ
レンチイ年代記』6754 (1246)年の記事によれば「その年〔1246年〕の秋，ヤロスラフ公 [K4]，フセ
ヴォロドの息子が異族の地で逝去した。カーンの息子のところから〔戻って来た〕9月 30日聖グリゴー
リイの日のことだった」[ПСРЛ Т. 1, 1997: Cтб. 471]と死亡した日が示されている。
472）バトゥによるチェルニゴフ公ミハイル [G41]の処刑については，上注 369～ 372を参照。
473）「それまでかれのもとにあった地がかれに安堵された」(поручена бысть земля его ему, иже бѣаху 
с нимь)とは，ガーリチの地支配についてのバトゥの勅令〔ヤルリク (yarliq, ярлык)〕を受けたと解釈
することができ，総督モウツィが要求したガーリチの支配地の提供（上注 450, 452）については，バトゥ
との直接交渉で撤回させることができたと考えられる。
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は遠征を続けられず，ヌール川 474） (Нур)に戻った 475）。【809】




















（[Котляр 2005: C. 275]を参照）。
478）「使者」の原語は вицький （原文では対格形 вицькаго, вицкаго）で，ここがこの語の唯一の用例で
あり，主な中世ロシア語辞典は意味不明として語義を与えていない。古ポーランド語の witeczny（勝
利の），witez（騎士，英雄） に対応する語として，ハンガリーの廷吏を意味するとする説もあるが根拠
は薄い [Котляр 2005: C. 275]。マイオーロフが提唱しているように，これをラテン語 vice （代理）から
の造語と解釈して，ハンガリー王の委任を受けた（代理の）高級使節と理解するのが可能性が高いだろ






られる [Грушевський ІУР-3: C. 66-67, 74] [Котляр 2005: C. 276]。







婚姻同盟を図る：1245 年晩秋～ 1246 年冬】
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